
多賀城市子ども医療費助成事業

○子ども医療費助成制度「平成２８年１０月１日現在」

  「多賀城市の助成基準」 入院：中学３年生（１５歳）の年度末まで 

   通院：小学６年生（１２歳）の年度末まで

  「宮城県の助成基準」  入院：義務教育就学前まで 

   通院：３歳未満児（２歳児）まで

  ○宮城県乳幼児医療費助成の経過

    昭和４８年 １月 ０歳児のみ

    昭和４９年 １月 １歳児まで

    昭和５０年 １月 ２歳児まで

    昭和５１年 １月 ３歳児まで（入院のみ）

    昭和５９年 １月 所得制限導入

平成 ６年１０月 入院時食事療養費を補助対象に追加（半額助成）

    平成１１年 ８月 ５歳児まで（入院のみ）

    平成１４年１０月 義務教育就学前まで（入院のみ）

入院時食事療養費を補助対象から除外

平成１７年１０月 社会保険加入者に対し現物給付を導入

平成２７年 ４月 一部国保組合の現物給付開始。

全ての保険者で現物給付実施

平成２９年 ４月 義務教育就学前まで（通院）予定

○多賀城市単独助成の拡大経過

平成１４年 ４月 県補助通院２歳児まで、入院５歳児までを

通院（３歳児まで）、入院（義務教育就学前まで）

平成１４年１０月 入院時食事療養費を市で単独助成開始（半額助成）

「Ｈ１８．９まで継続」

平成２１年 ４月 通院（３歳児までから義務教育就学前までに拡大）

平成２５年 ４月 通院（小学校１年生～３年生）、

入院（小学校１年生～中学校３年生）を拡大

    平成２８年１０月 通院（小学校４年生～６年生）を拡大

＜参考＞国の制度（一部負担金の経過）

 平成１４年１０月 ３歳未満児 定率３割負担→     定率２割負担へ

 平成２０年 ４月 ３歳未満児 定率２割負担→未就学児 定率２割負担へ
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資料９



Ｈ２８．１０．１現在

（現行基準での財源内訳）

受給者数 自己負担割合 入院 通院

１５歳 中学３年生

１４歳 中学２年生

１３歳 中学１年生

１２歳 小学６年生 市単独

１１歳 小学５年生 市単独 ３，２００万円

１０歳 小学４年生 ７００万円

９歳 小学３年生 市単独

８歳 小学２年生 ４，３００万円

７歳 小学１年生

６歳

５歳 市単独

４歳 県補助 ５，０００万円

３歳 ２，２００万円

２歳 県補助

１歳 ４，６００万円

０歳

計７，３３３人 ２，９００万円 １億７，１００万円

※子ども医療費助成事業（Ｈ２８．１０現在）

県補助分 ６，８００万円 （うち県補助金１／２：　３，４００万円）

市単独分 （Ｈ２１．４改正分）「未就学児」 ５，０００万円

市単独分
（Ｈ２５．４改正分）
「小１～中３入院、小１～小３通院」

５，０００万円

市単独分
（Ｈ２８．１０改正分）
「小４～小６通院」

３，２００万円

合計 ２億円 （うち県補助金１／２：　３，４００万円）

１，１９５人

１，２４４人

１，４１１人

１，９５２人

１，５３１人

計２億円

子ども医療費の助成に係る必要財源内訳

区分

３割

未就学児 ２割
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